
■６月定例会（通常会議）‥‥‥‥‥‥‥‥２

■３月定例会（第２回臨時会議） ‥‥３

■一般質問（10人が町政を問う）‥‥５
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令
和
７
年
　
中
土
佐
町
議
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
７
年
６
月
定
例
会
が
５
日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政
報
告
、
議
案
の
提

案
理
由
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１１
日
と
１２
日
は
一
般
質
問
（
５
㌻
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ
れ
、
１０
人
の
議

員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
１７
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
、
町
長
提
出
の
議
案
１１
件
を
可
決
。
少
子
化
対
策
特
別
委
員
会
提
出
の
「
町

に
対
し
少
子
化
対
策
を
提
言
す
る
決
議
」
を
可
決
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
の
会
期
は
、
６
月
５
日
か
ら
８
月
3１
日
ま
で
の
８８
日
間
で
す
。

町に提言書を提出町に提言書を提出

少子化対策を提言する少子化対策を提言する

決議を可決決議を可決

　平成１８年１月に旧中土佐町と旧大野見村が合併

し、現在の中土佐町ができた。合併当時の人口は

８,６９９人で平成１８年度の出生数は４４人であったが、

令和７年３月末の人口は５,７３８人で令和６年度の

出生数は９人となっている。

　中土佐町の人口減少は少子化の進行により、今

後も加速することが予想され、労働力人口の減少、

経済成長率の低下、地域の担い手不足など、地域

での生活が成り立たなくなることが危惧される。

　近い将来、町の存続、伝統文化の消滅になりか

ねない危機的状況の中、少子化対策は喫緊の最重

点課題である。

　中土佐町の現状は婚姻の減少、若い世代、特に

女性の流出が多い状況である。『二十歳を祝う会』

のアンケート調査では、結婚したい、子供が欲し

いと言う意見が多くあるが、この町で生活するた

めには、住宅や仕事を求めている意見も多くある。

　こういった状況を一刻も早く打開し、若者が住

みたい、帰ってきたい町にするために下記の早期

実現に向けて取り組まれるよう提言します。

記

１．出会いの創出を図るために、町内のイベント・

祭り・行事などに若者をボランティアとして

募集することや、高知県が行っているマッチ

ングアプリの活用を推奨すること。

２．安心して子育てができるように、こどもセン

ターとファミリーサポートセンターの機能を

充実させること。

３．事前復興計画に基づき、安心して暮らせる高

台整備を行うこと。

４．若者のための住宅を整備すること。

５．カツオ産業などの一次産業の振興を図り、若

者を呼び込み生活できる環境整備に努めるこ

と。

町に対し少子化対策を提言する決議

池田町長に提言書を提出した中城議長と中土佐町少子化対策特別委員

　「町に対し少子化対策を提言する決議（案）」は、中土佐町少子化対策特別委員会から

提出された。質疑では、２人の議員が調査の過程など委員長に説明を求めた。討論はな

く、採決の結果、全会一致で可決された。

　決議は、本町の人口減少は少子化の進行により、今後も加速することが予想されることか

ら、若者が住みたい、帰ってきたい町にするための５項目を町に対し、提言するものです。
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「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
中
土
佐
町
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
情
報
機
器
）」
は
、

第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス

ク
ー
ル
構
想
を
見
据
え
、小
中

学
校
に
導
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
取
得
す
る
も
の
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
結

果
、
四
国
情
報
管
理
セ
ン

タ
ー
㈱
と
３
９
９
８
万
７
２

０
０
円
で
随
意
契
約
す
る
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員

が
導
入
す
る
機
器
の
選
定
理

由
な
ど
執
行
部
に
説
明
を
求

め
た
。

　

討
論
で
は
、
１
人
の
議
員

が
反
対
討
論
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

　

「
令
和
７
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て
」
は
、５
４
７

万
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
の
総
額
を
７０
億

７
５
５
３
万
円
と
す
る
も

の
。主
な
予
算
は
、職
員
の
人

事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調

整
な
ど
。

　

質
疑
、討
論
は
な
く
、採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

財
産
取
得

　

導
入
す
る
パ
ソ
コ
ン
は

１
台
１０
万
８
４
６
０
円
と

高
い
。
他
町
で
は
同
じ
Ｈ

Ｐ
社
製
で
外
見
も
性
能

も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
半
分

以
下
の
５
万
２
２
５
０
円

で
導
入
す
る
。
本
町
は
倍

以
上
の
値
段
に
な
っ
て
い

る
。
高
い
原
因
は
パ
ソ
コ

ン
に
Ｓ
Ｉ
Ｍ
を
内
蔵
し
Ｗ

ｉ
─

Ｆ
ｉ
環
境
の
な
い
所

で
も
使
え
る
仕
様
に
し
た

た
め
だ
。
授
業
で
使
う
パ

ソ
コ
ン
は
、
学
校
と
家
庭

で
使
う
も
の
で
、
こ
こ
が

Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
を
備
え
て
い

れ
ば
Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
必
要
な

い
。
Ｓ
Ｉ
Ｍ
内
蔵
パ
ソ
コ

ン
は
ど
こ
で
も
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
学

校
備
品
か
ら
外
れ
た
使
わ

れ
方
も
可
能
に
な
る
が
、

保
護
者
と
相
談
は
し
て
い

な
い
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｍ
の
通
信
は
「
５

年
間
通
信
費
無
料
」
が
条

件
だ
が
、
果
た
し
て
パ
ソ

コ
ン
が
５
年
間
持
つ
か
疑

問
だ
。
本
町
で
使
っ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
は
令
和
３
年

度
に
導
入
し
た
も
の
だ

が
、
３
年
余
り
で
更
新
が

必
要
に
な
っ
た
。
小
中
学

生
が
持
ち
運
び
し
て
使
う

こ
と
で
、故
障
率
も
高
い
。

５
年
間
の
通
信
費
が
無
駄

に
な
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
議
会
側
へ
の
説
明
は

一
度
も
な
か
っ
た
。

反
対
討
論

更
新
に
は
賛
成
だ
が
、
計
画
は
一
度
立
ち
止
ま
り
検
討
が
必
要
だ
。

窪
田
和
教
議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想

　

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー

テ
ィ
）
環
境
の
充
実
を
図
り
、

教
員
や
児
童
生
徒
の
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を
目

指
す
取
り
組
み
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
学
習
を

デ
ジ
タ
ル
で
行
う
学
習
活
動

の
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
中
土
佐
町
立
集
出

荷
施
設
）」
は
、久
礼
に
あ
る

集
出
荷
施
設
の
指
定
管
理
者

を
、
土
佐
く
ろ
し
お
農
業
協

同
組
合
と
す
る
も
の
。
期
間

は
、
令
和
１２
年
３
月
３１
日
ま

で
の
５
年
以
内
と
す
る
。

　

質
疑
、討
論
は
な
く
、採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

　

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
中
土
佐
町
立
上
ノ

加
江
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
）」
は
、土
佐
く
ろ
し
お

農
業
協
同
組
合
を
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
と
す
る
も

の
。期
間
は
、令
和
１２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
５
年
以
内
と
す

る
。

　

質
疑
、討
論
は
な
く
、採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

令
和
７
年
　
中
土
佐
町
議
会

３
月
定
例
会

第
２
回
臨
時
会
議

第
２
回
臨
時
会
議

議案
審議

　

「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て
（
令
和
６
年
度
中
土
佐

町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
１０

号
）」
は
、決
算
及
び
予
算
の

繰
り
越
し
を
見
込
ん
だ
予
算

の
調
整
を
行
い
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
を
６
０
６
５
万

円
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

７７
億
５
４
２
１
万
円
と
す
る

も
の
。

　

「
令
和
７
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
」
は
、９
４
３

万
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

７０
億
７
０
０
６
万
円
と
す
る

も
の
。主
な
予
算
は
、黒
潮
本

陣
と
黒
潮
工
房
の
間
に
あ

る
、
駐
車
場
周
辺
を
整
備
す

る
工
事
費
５
０
０
万
円
、
上

ノ
加
江
地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

整
備
に
係
る
、
防
災
対
策
費

３
６
０
万
円
な
ど
。

　

質
疑
、討
論
は
な
く
、採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

　

「
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ

い
て
」は
、大
野
見
小
学
校
敷

地
内
に
あ
る
、
旧
中
土
佐
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
、Ｊ

Ａ
高
知
県
女
性
部
四
万
十
地

区
大
野
見
支
部
に
無
償
貸
与

す
る
も
の
。貸
付
期
間
は
、５

年
間
と
な
る
。

　

質
疑
、討
論
は
な
く
、採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

令
和
７
年
度　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
（
令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算
）　
　
　
　

財
産
無
償
貸
付



町出資法人の経営状況の報告町出資法人の経営状況の報告

㈱ＳＥＡプロジェクト ～設立後、初めての赤字決算～

　当期収入は前期を上回っているものの、人件費

や修繕費など支出が増えたことにより、設立して

初めて63万円の赤字決算となっている。収入には、

町の指定管理料も含まれている。修繕などの突発

的な支出は今後も予想される。さらなる売上の向

上や支出を抑制する工夫が求められる。

　売上高 8634万円
⊖売上原価 2884万円
　売上総利益 5750万円
⊖販売費・一般管理費 6025万円
　営業損失 275万円
⊕営業外収益 219万円
⊖営業外費用 0万円
　経常損失 56万円
⊖税 7万円
　当期純損失 63万円

　【主な収入】

　●テナント管理収入 1051万円

　●販売手数料 2100万円

　●店舗売上 4572万円

　●町の指定管理料 909万円

　【主な支出】

　●人件費（給与） 2855万円

　●修繕費 137万円

　●水道光熱費 615万円

　●管理諸費 686万円

㈱中土佐町地域振興公社 ～美術館を契機に集客努力を～

黒潮本陣（左）と　なかとさ美術館

休日には多くの方が来場する道の駅なかとさ

　前年のリニューアルの年に比べて、利用人数は減少し、売上も3460万円減少している。要因に
は、地震に伴う臨時情報の発表や台風によるキャンセル、諸物価高騰による集客の低下がある。令
和７年度は美術館がオープンする。このことを契機に集客数を向上させる努力が求められる。

　売上高  2億2108万円
⊖売上原価  4936万円
　売上総利益 1億7172万円
⊖販売費・一般管理費 1億7407万円
　営業損失  235万円
⊕営業外収益 112万円
⊖営業外費用 21万円
　経常損失  144万円
　特別利益 0万円
　特別損失 0万円
⊖税 18万円
　当期純損失 162万円

【主な収入】

●宿泊料 14982万円

●会食売上料 1166万円

●レストラン売上 1177万円

●温泉 1592万円

●黒潮工房 2764万円

【主な支出】

●人件費 9367万円

●福利厚生費 1772万円

●運営管理費 6259万円

●原材料費 4936万円

　地方自治法により、町から２分の１以上の出資や財

政的支援を受けている法人等は、議会に経営状況の

報告が必要とされています。

　この規定により６月定例会の初日、町長から道の

駅を運営する㈱ＳＥＡプロジェクト（町出資80％）、

黒潮本陣を運営する㈱中土佐町地域振興公社（町出

資100％）の令和６年４月１日から令和７年３月３１

日までの１年間の経営状況の報告が行われました。
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６月11日と12日の２日間、一般質問が行わ

れ、10人の議員が防災、教育、産業など町の

諸問題を取り上げました。

窪田　和教 ･････Ｐ12
■公共施設や中学校の女子トイレに生理用品配備を

■車中泊可能な道の駅にしてはどうか

下元　良之 ･････Ｐ11
■役場業務の効率化は

■水道事業の現状は

下元　道夫 ･････Ｐ10
■南海トラフ地震に対する取り組みは

■笹場川改修工事の計画は

佐竹　敏彦 ･････Ｐ９
■新美術館のパンフに寄贈者の思いを載せては

■道の駅の経済効果は

金子　裕之 ･････Ｐ８
■親子の広場を住民の憩いの場に活用しては

■町内の若者が町内で就職しやすい支援は

中野　大地 ･････Ｐ６
■久礼学童保育の利用状況は

■ファミサポの現状は

山本　建生 ･････Ｐ７
■津波から高台避難はできるか

■常会の加入率が６割程度だが

福永　守恭 ･････Ｐ15
■県道19号の未整備区間の維持管理は

■農業政策の課題は

濵田　和昭 ･････Ｐ14
■開業を目的とした空き家改修補助金は

■ラジオ受信感度が悪い、災害時に必要では

高橋　雄造 ･････Ｐ13
■おかう橋伝承の看板を

■ＥＶ車の充電設備の整備は

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

10人の議員が一般質問10人の議員が一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

久
礼
学
童
保
育
の
利
用
状

況
は
。

　
津
野
教
育
次
長

令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
で
、
８７
人
の
登

録
が
あ
る
。
１
日
の
平
均
利

用
児
童
は
、
令
和
６
年
度
実

績
で
３６
人
と
な
っ
て
い
る
。

問

何
人
体
制
で
運
営
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
人
材
確
保

や
定
着
率
は
。
待
遇
改
善
や

育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
、

研
修
制
度
な
ど
は
。

津
野
教
育
次
長

７
人
で
運
営

し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

定
着
率
も
良
く
、

安
定
し
た
雇
用
が

で
き
て
お
り
、
人

材
確
保
は
で
き
て

い
る
。
令
和
６
年

度
の
実
績
で
、
１

人
当
た
り
月
額
最

大
１
万
１
０
０
０

円
の
加
算
が
さ
れ

て
い
る
。
研
修
制

度
は
、
事
業
資
質

向
上
研
修
や
発
達

障
害
の
理
解
促
進

研
修
会
な
ど
が
あ

り
、
職
員
は
参
加

し
て
い
る
。

問

学
童
保
育
が
小
学
校
に
移

転
す
る
時
期
は
。

津
野
教
育
次
長

令
和
７
年
９

月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

問

学
童
保
育
が
小
学
校
内
施

設
に
移
っ
た
と
き
の
保
護
者

の
迎
え
は
。

　
津
野
教
育
次
長

基
本
的
に
は
、

小
学
校
ま
で
上
が
っ
て
来
て

も
ら
う
よ
う
に
な
る
と
想
定

し
て
い
る
。

問

４
月
か
ら
開
設
し
た
フ
ァ

ミ
サ
ポ
の
現
状
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

上
ノ
加

江
集
学
校
に
委
託
し
て
い
た

が
、
３
月
下
旬
に
人
員
が
確

保
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

急
き
ょ
町
内
の
み
や
び
電
工

さ
ん
に
委
託
し
、
４
月
１
日

か
ら
事
業
を
開
始
し
た
。

問

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
開
設
す
る

に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
目

標
値
を
定
め
て
い
る
か
。

　
辻
本
健
康
福
祉
課
長

年
度
末

の
会
員
数
が
、
提
供
会
員
、

依
頼
会
員
を
合
わ
せ
て
２０
人

以
上
で
事
業
の
補
助
金
対
象

に
な
る
の
で
当
面
２０
人
を
目

標
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
５０

人
以
上
で
補
助
金
が
増
額
さ

れ
る
の
で
、
最
終
的
に
５０
人

以
上
は
集
め
た
い
。

　 

中
大
坂
用
水
路
対
策

問

中
大
坂
の
田
役
で
取
水
口

や
水
路
を
掃
除
し
て
い
る

が
、
大
雨
や
台
風
な
ど
で
川

が
増
水
す
る
た
び
に
土
砂
で

ふ
さ
が
れ
て
し
ま
う
。
根
本

的
な
対
策
は
な
い
か
。

小
松
建
設
課
長

６
月
５
日
の

県
の
移
動
土
木
会
議
で
取
水

口
付
近
を
含
ん
だ
河
川
の

し
ゅ
ん
せ
つ
を
要
望
し
た
。

中

野

大

地

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから

久礼学童保育の利用状況は久礼学童保育の利用状況は

登録児童８７人、登録児童８７人、
１日の平均利用児童３６人１日の平均利用児童３６人

大雨や台風などで川が増水するたびに水路が土砂でふさがる用水路

（久礼中大坂）

学童保育は久礼小学校北舎の東端１階に入る予定

業
者
に
委
託
し
４
月
開
設

業
者
に
委
託
し
４
月
開
設

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
現
状
は

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
現
状
は
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問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
の
津

波
到
達
時
間
と
津
波
高
は
。

ま
た
、
久
礼
、
上
ノ
加
江
、

矢
井
賀
の
津
波
滞
留
の
想
定

は
。

 

山
﨑
総
務
課
長

場
所
に
よ
っ

て
時
間
差
が
あ
る
が
、
久
礼

市
街
地
の
低
い
場
所
で
１５
分

程
度
だ
。
全
域
に
は
２０
分
か

ら
３０
分
で
高
さ
１０
㍍
程
度
の

津
波
が
到
達
す
る
。
本
町
に

は
津
波
浸
水
が
長
期
に
引
か

な
い
場
所
も
あ
る
。

問

避
難
場
所
は
高
い
所
に
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

避
難
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

津
波
の
到
達

時
間
を
地
区
ご
と
に
分
析
し

て
い
る
。
避
難
場
所
へ
の
距

離
と
歩
く
速
度
を
分
析
し
て

お
り
、
避
難
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

問

地
震
発
生
時
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る
が
、
職
員

の
４
割
は
町
外
居
住
の
ほ

か
、
上
ノ
加
江
、
大
野
見
の

職
員
も
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
初
動
人
数
は
２
、
３
割

に
な
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た

体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

危
機
管
理
室

は
久
礼
地
区
に
近
い
職
員
を

多
め
に
配
置
し
て
い
る
。
危

機
管
理
室
を
中
心
に
一
定
期

間
は
参
集
で
き
る
職
員
で
対

応
し
て
い
く
。

問

地
震
は
、
発
生
時
間
や

季
節
な
ど
違
い
が
あ
る
。
夜

間
や
土
日
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

場
面
を
想
定
し
た
プ
ラ
ン
を

持
っ
て
い
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

曜
日
で
あ
っ

た
り
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
参

集
が
困
難
な
こ
と
を
予
想
し

て
、
初
動
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
用
意
し
て
い
る
。
さ
ら
に

研
究
を
深
め
て
い
く
。

問

常
会
の
加
入
率
は
６
割
程

度
だ
が
、
常
会
の
役
割
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域

の
皆
さ
ん
の
支
え
合
い
だ
っ

た
り
、
防
災
、
環
境
美
化
な

ど
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、

任
意
団
体
な
の
で
強
制
で
き

な
い
。

問

常
会
に
加
入
し
な
い
原
因

と
、
入
っ
て
も
ら
う
た
め
の

対
策
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

原
因
と
思
わ
れ
る
。
町
営
住

宅
入
居
者
に
は
協
力
依
頼
を

し
て
い
る
。

問

加
入
し
て
い
な
い
人
に
広

報
を
読
ん
で
も
ら
う
工
夫

は
。

山
﨑
総
務
課
長

役
場
庁
舎
や

上
ノ
加
江
支
所
、
大
野
見
振

興
局
に
一
定
数
の
余
分
が
あ

る
ほ
か
、
マ
ル
ナ
カ
に
も
置

い
て
あ
る
。

常会の加入率が６割程度だが常会の加入率が６割程度だが

地域づくりに大きな役割地域づくりに大きな役割

距
離
、
歩
行
速
度
を
考
慮
し
で
き
る
と
判
断

距
離
、
歩
行
速
度
を
考
慮
し
で
き
る
と
判
断

津
波
か
ら
高
台
避
難
は
で
き
る
か

津
波
か
ら
高
台
避
難
は
で
き
る
か

津波による浸水が想定される地域（久礼）

山

本

建

生

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

津波による浸水が想定される地域（上ノ加江）
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問

親
子
の
広
場
「
も
り
あ
げ

パ
ー
ク
」
の
開
設
経
緯
、
利

用
者
数
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

親
子
が

遊
べ
る
屋
内
施
設
が
欲
し
い

と
い
う
意
見
を
受
け
て
開
設

し
た
。
昨
年
１０
月
か
ら
１２
月

の
３
カ
月
間
の
利
用
者
は
、

８６
組
２
０
３
人
だ
。
子
ど
も

が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
や
利
便
性
も
高
い
こ

と
、
地
域
活
性
化
と
い
う
点

で
も
地
元
の
要
望
も
あ
る
の

で
継
続
し
て
開
設
す
る
こ
と

に
し
た
。

問

親
子
の
広
場
の
場
所
を
住

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、直
販

所
や
買
い
物
支
援
が
で
き
る

場
所
に
し
て
活
用
し
て
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

ま
ず
は

こ
の
１
年
、
様
子
を
見
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

今
後
、
施
設
を
活
用
す
る

に
あ
た
り
、
ト
イ
レ
な
ど
の

改
修
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

今
後
の

利
用
状
況
を
見
て
、
施
設
整

備
の
判
断
を
し
て
い
く
。

問

遠
距
離
通
勤
支
援
補
助
金

の
条
件
に
あ
る
３５
㎞
以
上
の

根
拠
と
予
定
人
数
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

通
勤

時
間
が
片
道
４５
分
を
超
え
る

と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
い

う
調
査
結
果
を
基
に
、
距
離

に
換
算
し
て
決
め
た
。
ス
ト

レ
ス
を
緩
和
す
る
コ
ス
ト
の

一
部
を
町
が
負
担
す
る
こ
と

で
定
住
を
促
進
す
る
。
人
数

は
、
国
勢
調
査
を
基
に
２０
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

問

こ
う
い
っ
た
政
策
は
、
お

金
の
あ
る
自
治
体
が
有
利
に

働
く
と
思
う
が
。

池
田
町
長

全
国
で
自
治
体
間

競
争
を
や
っ
て
い
る
。
う
ち

の
町
に
住
ん
で
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
い
た
だ
く
政
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問

町
内
の
事
業
所
は
人
手
不

足
や
後
継
者
不
足
に
苦
し
ん

で
い
る
。
町
内
の
若
者
が
町

内
で
就
職
し
や
す
い
支
援
も

必
要
で
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

中
長

期
的
視
点
で
人
材
定
着
、
育

成
、
移
住
促
進
の
戦
略
が
必

要
だ
。
昨
年
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
団
体
委
託
型
も

導
入
し
た
。
持
続
可
能
な
地

域
経
済
の
構
築
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

親子の広場を住民の憩いの親子の広場を住民の憩いの

場に活用しては場に活用しては

地域住民の意見を聞く地域住民の意見を聞く
金子議員の録画映像は
　　　こちらから

親子の広場「もりあげパーク」が開設されている旧いちかわ

文具店。入り口には子どもたちの絵が飾られている。

そ
の
他
の
質
問

▼ 

災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス

遠距離通勤支援補助金の要件（広報なかとさ５月号掲載記事）

中
長
期
的
な
戦
略
が
必
要
だ

中
長
期
的
な
戦
略
が
必
要
だ

町
内
の
若
者
が
町
内
で

町
内
の
若
者
が
町
内
で

就
職
し
や
す
い
支
援
は

就
職
し
や
す
い
支
援
は

金

子

裕

之

金

子

裕

之



中土佐町議会だより 中土佐町議会だより No.78（令和７年８月） No.78（令和７年８月） 9

問

美
術
館
の
建
物
と
、
収
蔵

品
の
多
く
は
故
町
田
菊
一
さ

ん
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も

結
構
い
る
。
町
田
さ
ん
は
、

大
企
業
の
幹
部
と
付
き
合
う

中
で
、
仕
事
の
話
だ
け
で
は

だ
め
だ
。
文
化
的
素
養
や
見

識
が
な
い
と
対
等
な
付
き
合

い
が
で
き
な
い
と
気
づ
き
、

町
民
の
芸
術
文
化
の
意
識
高

揚
に
な
れ
ば
と
寄
贈
さ
れ

た
。
こ
の
言
葉
や
思
い
を
込

め
た
パ
ン
フ
を
。

岡
村
教
育
長

新
美
術
館
の
紹

介
パ
ン
フ
に
町
田
さ
ん
の
思

い
は
入
れ
て
い
く
。

問

新
美
術
館
で
収
蔵
し
て
い

る
有
名
な
人
の
作
品
展
は
ど

う
か
、
観
光
に
も
な
る
。

岡
村
教
育
長

展
示
替
え
し
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
作
品
に

触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く

り
、
国
内
外
の
著
名
な
作
家

の
作
品
展
も
開
催
し
た
い
。

オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
町
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
す
る
。

問

柴
田
外
記
朝
意
の
父
は
、

上
ノ
加
江
城
主
の
佐
竹
親
直

で
、
母
は
長
宗
我
部
元
親
三

女
阿
古
姫
だ
。
上
ノ
加
江
に

ゆ
か
り
の
あ
る
柴
田
外
記
朝

意
の
よ
ろ
い
か
ぶ
と
が
宮
城

県
柴
田
町
に
あ
る
。
か
ぶ
と

は
明
珍
信
家
の
作
で
、
よ
ろ

い
も
格
式
が
高
く
保
存
状
態

も
良
い
。
美
術
館
で
展
示
で

き
な
い
か
。

岡
村
教
育
長

博
物
館
の
よ
う

な
展
示
ケ
ー
ス
が
な
く
、
熟

知
し
た
職
員
も
い
な
い
。
本

町
美
術
館
で
は
難
し
い
。
県

立
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
可
能
で

は
な
い
か
。

問

道
の
駅
な
か
と
さ
の
経
済

効
果
、
雇
用
評
価
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

令
和

３
年
度
に
県
が
公
表
し
た
、

本
町
の
総
生
産
額
１
３
８
億

８
５
０
０
万
円
に
対
し
、
道

の
駅
の
売
り
上
げ
は
約
２
億

６
６
０
０
万
円
だ
。
雇
用
は

マ
ル
シ
ェ
１６
人
を
含
め
て
５１

人
だ
。

竹
﨑
副
町
長

指
定
管
理
料
１

０
０
０
万
円
に
対
し
、
マ
ル

シ
ェ
だ
け
で
も
約
２
６
０
０

万
円
と
、２
・
５
倍
以
上
の
人

件
費
が
地
元
還
元
さ
れ
、
地

域
振
興
の
施
設
と
し
て
の
役

割
を
十
分
果
た
し
て
い
る
。

道の駅の経済効果は道の駅の経済効果は

１０００万円の２.５倍以上の１０００万円の２.５倍以上の

効果がある効果がある

思
い
は
入
れ
て
い
く

思
い
は
入
れ
て
い
く

新
美
術
館
の
パ
ン
フ
に
寄
贈
者
の

新
美
術
館
の
パ
ン
フ
に
寄
贈
者
の

思
い
を
載
せ
て
は

思
い
を
載
せ
て
は

棟方志功作「御黒遍牛」（町立美術館所蔵）

宮城県柴田町指定文化財の柴

田外記着用のよろいかぶと

（しばたの郷土館蔵）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

市
町
村
の
枠
組
み

▼ 

水
道
と
対
策

▼ 

一
次
産
業
と
高
知
大
学

と
の
連
携

▼ 

上
ノ
加
江
の
ス
ー
パ
ー

閉
店
と
地
域
活
性
化
対

策

佐

竹

敏

彦

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから
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問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の
死

者
の
多
く
は
津
波
に
よ
る
も

の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
と

に
か
く
逃
げ
る
こ
と
の
周
知

が
大
事
だ
。
避
難
重
点
路
線

の
状
況
は
。

　
山
﨑
総
務
課
長

建
物
の
倒
壊

な
ど
に
よ
る
道
路
の
閉へ

い

塞そ
く

は

完
全
に
は
防
げ
な
い
。

問

特
に
高
齢
者
は
、
２
基
の

避
難
タ
ワ
ー
に
逃
げ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
雨
風
、
寒
さ
対

策
は
で
き
て
い
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

タ
ワ
ー
に
備

え
て
い
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で

雨
・
風
を
防
い
で
い

た
だ
き
た
い
。
寒
さ

対
策
に
良
い
資
材
が

あ
れ
ば
導
入
し
た

い
。

問

地
震
の
臨
時
情
報

が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
旧
中
土
佐
地
区

の
避
難
所
は
満
杯
に

な
る
。
高
齢
者
な
ど

は
大
野
見
に
避
難
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
周
知

さ
れ
て
い
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

臨
時
情
報

は
、
注
意
と
警
戒
で
対
応
が

変
わ
る
。
警
戒
の
場
合
、
大

野
見
地
区
へ
の
避
難
も
検
討

す
る
。
事
前
に
周
知
を
し
て

い
く
。

問

訓
練
で
、
避
難
所
用
テ
ン

ト
を
設
置
し
、
中
に
入
っ
て

体
験
し
た
。
テ
ン
ト
設
置
で

避
難
所
の
収
容
人
数
が
減
る

と
思
う
が
。

山
﨑
総
務
課
長

テ
ン
ト
は
１

２
０
０
人
超
を
収
容
で
き
る

数
を
揃
え
て
い
る
。
最
大
２

割
程
度
減
る
予
想
だ
。

問

笹
場
川
の
部
分
改
修
と
下

流
の
土
砂
撤
去
計
画
の
説
明

会
が
行
わ
れ
た
。
地
区
か
ら
、

人
命
と
家
屋
へ
の
被
害
が
な

い
よ
う
に
改
修
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
が
。

小
松
建
設
課
長

笹
場
川
の
合

流
地
点
で
支
流
を
改
良
し
、

下
流
部
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
行

う
。
住
宅
が
あ
る
区
間
は
、

護
岸
上
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
を
設
け
て
下
流
に
延
ば
す

よ
う
、
検
討
し
て
い
る
。

問

二
つ
の
橋
が
障
害
に
な

り
、
越
流
の
危
険
性
が
あ
る
。

今
後
状
況
に
応
じ
て
工
事
の

検
討
は
。

小
松
建
設
課
長

令
和
４
年
並

み
の
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
に

橋
に
よ
る
越
流
の
危
険
性
は

当
然
あ
る
。
改
修
が
必
要
な

箇
所
が
出
た
場
合
は
、
協
議

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　 

農
業
災
害
の
耕
作
者

　
負
担
は

　
問

農
業
災
害
の
耕
作
者
負

担
、
特
に
激
甚
災
害
の
よ
う

な
場
合
の
負
担
は
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

今
後
、

災
害
が
激
甚
化
と
な
っ
た
場

合
は
、
他
の
自
治
体
の
動
向

も
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

下

元

道

夫

下

元

道

夫

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

南海トラフ地震に対する取り南海トラフ地震に対する取り

組みは組みは

道路の閉塞は防げない道路の閉塞は防げない

改
修
が
必
要
な
箇
所
が
あ
れ
ば

改
修
が
必
要
な
箇
所
が
あ
れ
ば

協
議
す
る

協
議
す
る

笹
場
川
改
修
工
事
の

笹
場
川
改
修
工
事
の

計
画
は

計
画
は

雨、風、寒さに避難者は耐えられるか

（久礼地区の避難タワー）

笹場川に架かる２本の橋、令和４年のような豪雨になると越流する

危険がある
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問

役
場
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
状
況
は
。

 竹
﨑
副
町
長

財
務
管
理
や
文

書
管
理
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
引
っ
越
し
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
や
子
育

て
、
介
護
な
ど
の
各
種
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る

と
と
も
に
、
ジ
モ
ッ
ペ
イ
を

活
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
の
活
用
案
は
。

竹
﨑
副
町
長

本
年
度
は
、
電

子
契
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
契
約
業
務
に
係
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
や
、
コ

ス
ト
削
減
お
よ
び
効
率
化
を

図
る
。

問

限
ら
れ
た
人
員
で
質
の
高

い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
組
織
づ
く
り
の
考

え
方
は
。

竹
﨑
副
町
長

業
務
の
増
加
と

多
様
化
は
続
き
、
高
度
で
複

雑
な
業
務
を
分
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
組
織
体
制
を

見
直
す
に
当
た
っ
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
期
待
し
す
ぎ

ず
、
職
員
数
や
能
力
、
事
情

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
業

務
量
の
低
減
を
検
討
す
る
。

問

水
道
管
の
老
朽
化
率
と
漏

水
状
況
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

全
管
路

に
お
け
る
老
朽
化
率
が
５１
・

２
％
。漏
水
割
合
は
４３
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。

問

今
後
は
使
用
量
が
減
り
、

収
入
減
が
予
想
さ
れ
る
。
修

繕
費
の
検
討
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

料
金
収

入
は
毎
年
２
％
ほ
ど
減
少
し

て
い
る
。
運
転
経
費
を
削
減

し
、
経
営
計
画
を
見
直
し
て

い
く
。
経
営
努
力
で
賄
え
な

い
部
分
は
、
利
用
者
の
負
担

も
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問

水
源
や
浄
水
施
設
で
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
、
水
質
に
異

常
が
出
た
際
の
情
報
伝
達
や

飲
料
水
の
支
給
体
制
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

情
報
伝

達
は
、
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
周
知
に
な
る

が
、
さ
ら
に
正
確
に
伝
え
る

よ
う
努
め
る
。
飲
料
水
の
供

給
も
、
公
平
性
を
高
め
る
よ

う
検
討
す
る
。

　 

県
道
の
維
持
管
理
を
県

に
要
請
を

問

久
万
秋
や
吉
野
跡
川
地
区

で
、
落
石
や
倒
木
の
恐
れ
が

あ
る
ほ
か
、
水
た
ま
り
、
雑
木

の
枝
の
垂
れ
下
が
り
な
ど
の

危
険
な
箇
所
が
あ
る
。
県
に

対
策
を
要
請
で
き
な
い
か
。

小
松
建
設
課
長

６
月
に
須
崎

土
木
事
務
所
と
の
会
議
が
あ

り
、
そ
の
場
で
も
早
期
の
対

応
を
強
く
要
望
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る

役
場
業
務
の
効
率
化
は

役
場
業
務
の
効
率
化
は

倒木の恐れのある松の枯れ木

（大野見吉野）

用水路から県道に水があふれている

（大野見久万秋）

下

元

良

之

下

元

良

之

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

水道事業の現状は水道事業の現状は

課題について計画を見直す課題について計画を見直す

大野見久万秋簡易水道施設
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問

生
理
の
問
題
を
女
性
だ
け

の
問
題
で
な
く
、
社
会
全
体

で
女
性
の
健
康
と
尊
厳
を
守

ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
国

や
自
治
体
で
始
ま
っ
て
い

る
。
本
町
の
取
り
組
み
と
併

せ
て
、
国
や
他
の
自
治
体
の

取
り
組
み
の
受
け
止
め
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

理
念
は

す
ば
ら
し
い
が
、
町
の
生
活

困
窮
者
は
生
理
用
品
よ
り
食

料
や
生
活
用
品
を
必
要
と
す

る
人
が
多
い
。

問

内
閣
府
は
「
生
理
に
か
か

る
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組

み
」
の
全
国
調
査
を
し
て
い

る
。
過
半
数
の
９
２
６
自
治

体
で
生
理
用
品
の
無
償
配
布

が
行
わ
れ
、
自
治
体
庁
舎
の

女
子
ト
イ
レ
に
誰
で
も
使
え

る
よ
う
常
設
し
て
い
る
所
も

あ
る
。
す
ぐ
や
れ
と
は
言
わ

な
い
が
検
討
す
べ
き
だ
。

岡
村
教
育
長

今
ま
で
検
討
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問

日
本
女
性
の
初
潮
年
齢
は

１２
・
２
歳
で
、
小
学
６
年
生
の

年
齢
だ
。
全
国
２
９
８
自
治

体
で
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を
常
備
し
自
由
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

梼
原
町
も
実
施
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く

こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

岡
村
教
育
長

保
健
室
に
置
い

て
お
り
全
然
問
題
は
な
い
。

問

車
中
泊
が
で
き
る
こ
と
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る

道
の
駅
も
あ
る
。
本
町
の
道

の
駅
は
２
㎞
範
囲
で
コ
ン
ビ

ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

温
泉
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

車
中

泊
可
能
な
環
境
整
備
の
計
画

は
持
っ
て
い
な
い
。

問

６
月
５
日
に
は
岩
手
、
三

重
、
愛
媛
、
福
岡
、
宮
崎
、

大
分
ナ
ン
バ
ー
が
停
ま
っ
て

い
た
。
現
実
に
は
車
中
泊
が

あ
る
。
こ
の
人
た
ち
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
し
て
も
ら
え
ば
利

用
が
広
が
る
が
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

直
ち

に
宿
泊
可
能
な
場
所
に
す
る

の
は
難
し
い
。

　 

大
野
見
小
中
学
校
の

プ
ー
ル
開
放
は

問

か
つ
て
大
野
見
小
中
学
校

の
プ
ー
ル
を
一
般
に
開
放
し

て
い
た
。
学
校
の
プ
ー
ル
利

用
に
合
わ
せ
て
開
放
で
き
な

い
か
。

岡
村
教
育
長

再
開
に
は
ク
リ

ア
す
る
課
題
が
多
い
。

公共施設や中学校の女子トイレに公共施設や中学校の女子トイレに

生理用品配備を生理用品配備を

考えていない考えていない

計
画
を
持
っ
て
い
な
い

計
画
を
持
っ
て
い
な
い

車
中
泊
可
能
な
道
の
駅
に
し
て
は
ど
う
か

車
中
泊
可
能
な
道
の
駅
に
し
て
は
ど
う
か

窪

田

和

教

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

県外からの来客も多い道の駅なかとさ

トイレに置かれている生理用品
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問

２
０
０
年
ほ
ど
前
に
大
野

見
島
ノ
川
に
せ
き
を
造
る
と

き
、
１３
歳
の
お
か
う
さ
ん
が

人
柱
に
な
っ
た
。
地
区
の
人

は
慰
霊
の
た
め
に
地
蔵
を
つ

く
り
今
も
祭
っ
て
い
る
。
近

く
の
橋
は
地
元
の
要
望
で
お

か
う
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
。

歴
史
を
伝
承
す
る
た
め
に
橋

の
近
く
に
看
板
を
立
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

岡
村
教
育
長

こ
れ
ま
で
、
お

か
う
ぜ
き
と
か
、
お
か
う
地

蔵
に
つ
い
て
検
討
し
た
記
録

は
な
い
が
、
文
化
財
保
護
委

員
会
や
各
委
員
の
意
見
を
聞

き
検
討
し
た
い
。

問

Ｅ
Ｖ
車
を
使
用
し
て
い
る

方
か
ら
、
利
便
性
の
面
か
ら

充
電
施
設
の
有
無
を
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
町
内
で
私

的
・
公
的
に
充
電
で
き
る
施

設
は
あ
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

私
的
な
施
設

は
把
握
し
て
い
な
い
。
公
的

な
施
設
は
町
内
に
な
い
。

問

Ｅ
Ｖ
車
を
公
用
車
と
し
て

活
用
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
本
町
で
も
検
討
す
る

余
地
は
な
い
か
。

山
﨑
総
務
課
長

Ｅ
Ｖ
車
所
有

に
先
ん
じ
て
充
電
施
設
を
整

備
し
な
く
て
は
い
け
な
い

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
施
設
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
。
今

後
、
十
分
に
検
討
し
た
上
で

考
え
て
い
き
た
い
。

　 
空
き
地
の
活
用

問

空
き
地
は
今
後
増
え
る
と

思
わ
れ
る
が
、
行
政
と
し
て

活
用
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る

か
。

山
﨑
総
務
課
長

明
確
な
活
用

策
は
現
在
町
と
し
て
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。
法
律
の
委

任
に
基
づ
か
な
い
自
主
条
例

を
必
要
と
な
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。

ＥＶ車の充電設備の整備はＥＶ車の充電設備の整備は

慎重に検討する慎重に検討する

関
係
者
の
意
見
を
聞
く

関
係
者
の
意
見
を
聞
く

お
か
う
橋
伝
承
の
看
板
を

お
か
う
橋
伝
承
の
看
板
を

高

橋

雄

造

高

橋

雄

造

高橋議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

水
道
管
の
管
理
状
態
と

現
状

大野見奈路川口から折野々間に架かる「おかう橋」とおかう地蔵（右）

須崎市役所にある公設のEV充電器
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問

移
住
相
談
窓
口
に
、
移
住

し
、
店
舗
開
業
を
し
た
い
と

言
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
と

聞
く
が
、
物
件
相
談
の
件
数

は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

年
間

１０
件
程
度
あ
る
。

問

店
舗
開
業
に
対
応
で
き
る

補
助
金
は
あ
る
か
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

町
単

独
事
業
と
県
の
補
助
制
度
を

併
用
し
な
が
ら
支
援
を
し
て

い
る
。
中
土
佐
町
空
き
店
舗

活
用
推
進
事
業
補
助
金
は
、

空
き
店
舗
利
活
用
の
た
め

の
、
改
修
や
解
体
、
店
舗
兼

住
宅
の
店
舗
部
分
と
住
宅
部

分
の
機
能
分
離
に
係
る
費
用

な
ど
が
対
象
に
な
る
。

問

町
内
の
商
圏
や
観
光
客

は
一
定
の
場
所
に
集
中
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
場
所
で

開
業
す
る
た
め
に
、
店
舗
で

は
な
い
空
き
家
を
改
修
し
て

開
業
し
た
い
と
い
う
熱
意
を

持
っ
た
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

政
は
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
れ
に
対
応
す
る
補

助
制
度
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

現
時

点
で
は
な
い
が
、
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
将
来
的
に

補
助
制
度
の
創
設
を
検
討
し

た
い
。

問

町
独
自
に
新
規
事
業
を

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
考
え

は
。

池
田
町
長

本
町
に
も
住
宅
を

店
舗
に
改
装
し
た
事
例
が
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
補
助
金
は

な
い
。
ま
ち
づ
く
り
課
を
中

心
に
財
政
と
も
相
談
し
な
が

ら
有
効
な
補
助
制
度
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

問

久
礼
地
区
は
ラ
ジ
オ
の
受

信
感
度
が
悪
い
。
災
害
時
に

は
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
だ

が
、
現
状
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
か
。

山
﨑
総
務
課
長

以
前
か
ら
状

況
を
把
握
し
て
い
る
。
利
用

見
込
み
が
高
い
避
難
所
は
受

信
調
査
を
行
い
、
高
性
能
ラ

ジ
オ
を
導
入
し
対
策
し
て
い

る
。

問

民
間
ラ
ジ
オ
会
社
に
受
信

感
度
に
つ
い
て
相
談
は
。

山
﨑
総
務
課
長

相
談
し
た
経

緯
は
あ
る
が
、
費
用
面
で
実

現
し
な
か
っ
た
。

問

民
間
ラ
ジ
オ
会
社
に
再
度

強
く
要
望
す
る
こ
と
は
可
能

か
。

池
田
町
長

受
信
感
度
が
悪
い

こ
と
は
、
以
前
か
ら
の
懸
案

事
項
で
会
社
に
は
多
方
面
の

要
望
を
し
て
い
る
が
厳
し

い
。
各
避
難
所
で
は
し
っ
か

り
と
情
報
を
取
れ
る
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
く
。

開業を目的とした空き家開業を目的とした空き家

改修補助金は改修補助金は

該当する補助金はない該当する補助金はない

避
難
所
は
高
性
能
ラ
ジ
オ
で
対
策
し
て
い
る

避
難
所
は
高
性
能
ラ
ジ
オ
で
対
策
し
て
い
る

ラ
ジ
オ
受
信
感
度
が
悪
い
、
災
害
時
に

ラ
ジ
オ
受
信
感
度
が
悪
い
、
災
害
時
に

必
要
で
は

必
要
で
は

濵

田

和

昭

濵

田

和

昭

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから

活用できそうな古民家

防災時に必要なラジオ
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問

県
道
１９
号
窪
川
・
船
戸
線

の
竹
原
か
ら
野
老
野
ま
で

は
、
未
整
備
区
間
に
な
っ
て

い
る
。
改
良
工
事
の
予
定
が

な
い
な
ら
維
持
管
理
を
行

い
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
に
須
崎
土
木
事
務
所
に

要
望
で
き
な
い
か
。

小
松
建
設
課
長

一
部
区
間
で

は
、
防
災
総
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
危
険
な
区
間
は
、
防

災
事
業
の
実
施
の
た
め
に
調

査
測
量
を
行
う
計
画
が
あ

る
。
今
年
の
３
月
に
現
地
確

認
を
し
て
調
査
測
量
の
実
施

に
向
け
て
、
予
算
要
望
を

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

池
田
町
長

須
崎
土
木
事
務
所

の
所
管
で
あ
り
、
早
め
に
対

応
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て

い
る
。

問

農
地
の
将
来
的
な
利
用
方

針
を
定
め
る
地
域
計
画
の
策

定
に
先
立
ち
、
令
和
６
年
３

月
に
行
っ
た
、「
今
後
の
農
地

利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
の
回
答
で
、
規
模
拡
大

を
し
た
い
と
答
え
た
方
と
、

規
模
縮
小
ま
た
は
離
農
し
た

い
と
答
え
た
方
の
割
合
は
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

規
模
拡

大
と
回
答
し
た
方
は
、
２
５

１
人
中
１４
人
５
・
６
％
で
、

規
模
縮
小
と
回
答
し
た
方
は

１５
人
６
％
だ
。
離
農
し
た
い

と
回
答
し
た
方
は
６
人
２
・

４
％
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。

問

意
向
調
査
で
、
今
後
本
町

で
進
め
る
農
業
政
策
の
課
題

と
し
て
見
え
て
き
た
も
の
は

あ
る
か
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

未
回
答
、

不
明
が
９７
人
３８
・
６
％
あ
っ

た
。
一
定
数
が
先
行
き
に
不

安
を
感
じ
て
お
り
、
今
後
引

き
受
け
先
が
な
く
、
遊
休
農

地
や
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

い
か
に
現
状
の
農
地
を
守
り

な
が
ら
新
た
な
担
い
手
を
確

保
し
て
い
く
か
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

農業政策の課題は農業政策の課題は

新たな担い手の確保だ新たな担い手の確保だ

調
査
測
量
の
予
算
を
要
望
し
て
も
ら
っ
て
い
る

調
査
測
量
の
予
算
を
要
望
し
て
も
ら
っ
て
い
る

県
道
県
道
１９１９
号
の
未
整
備
区
間
の
維
持
管
理
は

号
の
未
整
備
区
間
の
維
持
管
理
は

福

永

守

恭

福

永

守

恭

福永議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

町
営
住
宅

きれいに植えられた苗に初夏の風が流れるが、１０年後の耕作はだれが担うか

路線バスが通ると道幅いっぱいにな

るほど道路が狭い（大野見竹原）

峠の入り口に設置された看板

（大野見竹原）
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食
品
、
衣
料
品
の
小
売
業

は
、合
併
当
時
は
町
全
体
で
、

１
３
４
の
業
者
数
で
あ
っ
た

が
、
令
和
６
年
度
で
は
７１
業

者
で
、ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
業
績
不

振
と
、
事
業
者
の
高
齢
化
に

よ
る
後
継
者
不
足
な
ど
が
原

因
で
急
減
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
食
料
品
や
生
活
必
需

品
な
ど
の
買
い
物
が
困
難
な

買
い
物
弱
者
が
増
え
て
い

る
。

　

対
策
と
し
て
注
文
に
応
じ

て
く
れ
る
移
動
販
売
の
活

用
、
高
齢
者
向
け
の
ネ
ッ
ト

通
販
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

四
万
十
源
流
の
里
は
、
利

用
者
数
が
年
間
３
３
０
０
人

前
後
で
推
移
し
て
お
り
安
定

し
て
い
る
。
施
設
は
開
業
後

34
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
町
の
負
担
す

る
修
繕
費
も
増
え
て
お
り
、

今
後
の
大
き
な
修
繕
や
、
契

約
終
了
後
に
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

６
月
定
例
会
の
初
日
、
産
業
建
設
民
生
常
任
委
員
長
か
ら
、

委
員
会
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
民
生
常
任
委
員
会

小売業者は激減、買い物弱者も増加小売業者は激減、買い物弱者も増加

町の商業と四万十源流の里を調査町の商業と四万十源流の里を調査

令和 6年度一般会計決算見込み令和 6年度一般会計決算見込み

実質収支は２億１６７７万円実質収支は２億１６７７万円

●令和6年度一般会計決算見込み

　一般会計の実質収支は２億1677万円だ。うち

１億1000万円を減債基金に積み立て、残りを令

和7年度に繰り越す。基金残高は、48億2609万

円となる見込みだ。

●新
にい

嘗
なめ

祭の献穀米選出

　高知県代表として大野見久万秋、西岡英男氏

が本町から16年ぶりに選出された。10月下旬に

皇居の献納式で献上される予定だ。

●団体委託型地域おこし協力隊

　町内企業・団体で雇用できる「団体委託型」の

運用を開始した。４月から３人が着任し、５月末

までに３人が内示を受け順次着任する予定だ。

●地方自治体実地体験

　新任の国家公務員の行政研修として、中央省

庁より４人の研修生が本町に派遣され、地方自

治体が担う広範な業務を体験、研修する。

●かつお祭

　「かつお祭ウィークス」として、「本祭・かつお祭」、

「久礼大正町市場かつお祭」・「昼も夜も！町なかか

つお祭」を17日間開催した。限定メニューや割引

サービスなどで、初ガツオを楽しんでいただいた。

●道の駅なかとさ来場者数200万人突破

　５月30日、レジ通過客数が200万人を達成し

た。今後も、観光・産業振興のさらなる飛躍を

目指し、関係者一丸となって町の魅力発信、交

流人口の増加、雇用機会の創出、経済波及の実

現に努める。

担当課から聞き取りを行う産業建設民生常任委員

（４月１8日）

6月定例会で行政報告をする池田町長
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全会一致の議案

しました。私は、

賛否の分かれた議案

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　審議した議案等

窪
田　

和
教

岡　

伊
三
男

下
元　

良
之

福
永　

守
恭

金
子　

裕
之

濵
田　

和
昭

下
元　

道
夫

山
本　

建
生

中
野　

大
地

佐
竹　

敏
彦

高
橋　

雄
造

中
城　

重
則

結　

果

【 ６月定例会　議案】

議案第43号
財産の取得について（中土佐町学習者用コンピュータ等情報機器）

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

【 ３月定例会第 ２回臨時会議　議案】 結果

議案第33号 財産の無償貸付について　※地方自治法117条の規定により福永守恭議員　除斥 可決

議案第34号 令和 7年度中土佐町一般会計補正予算（第 1号）について 可決

【 ６月定例会　議案】 結果

議案第35号 指定管理者の指定について（中土佐町立集出荷施設） 可決

議案第36号 指定管理者の指定について（中土佐町立上ノ加江農業構造改善センター） 可決

議案第37号 中土佐町税条例の一部を改正する条例について 可決

議案第38号 中土佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

議案第39号 中土佐町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 可決

議案第40号 中土佐町障害者社会参加促進施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について 可決

議案第41号 中土佐町こどもセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第42号 中土佐町事前復興まちづくり計画策定委員会設置条例について 可決

議案第44号 令和 ７ 年度中土佐町一般会計補正予算（第 ２ 号）について 可決

議案第45号 中土佐町非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 可決

発委第 2号 町に対し少子化対策を提言する決議（案） 可決

○・・・賛成　●・・・反対　／　議長は賛否同数の時や特別多数議決の時に賛否を表明します

除斥とは…議題となる事件と一定の利害関係を有する議員について、審議の公正を期するため、

　　　　　当該事件の審議に参与することができないこととする制度です。
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私たちは、こんなことをしています。

議員は何をしゆうが？

ご感想など500字以内で
お寄せください。

〒789‐1301 中土佐町久礼6663‐1

TEL 0889‐52‐2410  FAX 0889‐52‐4850

E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

議会広報に対する

ご意見を募集しています

≪各議員の出欠状況（令和７年４月～６月）≫

議会だよりの編集作業をする広報広聴常任委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
　　日　付　・　会　議　等

窪
田
　
和
教

岡
　
伊
三
男

下
元
　
良
之

福
永
　
守
恭

金
子
　
裕
之

濵
田
　
和
昭

下
元
　
道
夫

山
本
　
建
生

中
野
　
大
地

佐
竹
　
敏
彦

高
橋
　
雄
造

中
城
　
重
則

4 月 3 日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月10日 少子化対策特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月11日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

4 月18日 産業建設民生常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月21日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月24日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月30日

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月定例会第 2回臨時会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 月 8 日 少子化対策特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 月29日 少子化対策特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 3 日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

6 月 5 日

6 月定例会通常会議（ 1日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月11日 6 月定例会通常会議（ 2日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月12日
6 月定例会通常会議（ 3日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設民生常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月17日
6 月定例会通常会議（ 4日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月24日 少子化対策特別委員会 ○ ○ ○ ○ ● ○

○・・・出席　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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≪議長の主な活動状況（令和７年４月～６月）≫

●４月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　21日 須崎地区地域安全協会監査

　27日 大野見北地区振興会通常総会

●５月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　７日 四国土砂防災ネットワーク議員連盟合同役員会（徳島県／三好市役所）

　12日 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会通常総会、道路整備促進高知県大会（高知市／城西館）

 平和大行進【副議長】

　15日 高幡町村議会議長会定期総会

　18日 かつお大漁祈願並びに感謝供養祭【正・副議長】

　22日 須崎地区地域安全協会総会（須崎市/須崎警察署）

　25日 新嘗祭献穀中土佐町田植祭

　27日 町村議会議長・副議長研修会【正・副議長】(東京都/東京国際フォーラム) 

●６月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５日　令和７年度移動土木会議

　20日 高知県町村議会議長会理事会（高知市/高知県自治会館）

 中土佐分署査察車の贈呈式並びに入魂式

　25日 高知県町村議会議長会臨時総会（高知市/高知県自治会館）

　10人程度の参加が見込める団体やグループで、議員との懇談の希望があ

れば、町内どこへでも出張いたします。希望がある場合は、懇談内容のテー

マなどについて、事前に事務局までお問い合わせください。

議員出張懇談会

議会事務局

TEL  0889‐52‐2410

FAX 0889‐52‐4850

E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

※懇談会には、全議員が参加いたしますが、

テーマや時期によって全議員が参加できな

い場合があります。

新嘗祭献穀中土佐町田植祭に出席

する中城議長（５月25日）

かつお大漁祈願祭並びに感謝供養祭

に出席する中城議長、高橋副議長

（５月18日）

中土佐分署査察車の贈呈式並びに入

魂式に出席する中城議長（６月20日）
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／
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き

や

ぶ

つ
　「
天
災
は
忘
れ
ら
れ
た
る
頃
来
る
」
寺
田
寅
彦
の
有
名

な
警
句
だ
が
、
天
災
に
限
ら
ず
、
仕
事
や
、
車
の
運
転
な

ど
で
も
、
油
断
や
慢
心
に
よ
り
、
注
意
を
怠
り
、
事
故
や

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
時
に
は
人
生
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
災
難
も

起
こ
り
え
る
。

　そ
う
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
不
注
意
で
、
つ
ま
ら

な
い
う
っ
か
り
ミ
ス
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
過
度
に
失
敗

を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
大
き
な
災
い
は
避
け

た
い
も
の
だ
。

　寺
田
寅
彦
の
先
祖
で
あ
る
宇
賀
家
の
墓
は
、
わ
が
町
に

あ
り
、
寅
彦
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
。
そ
う
い
う
縁
か
ら

も
、
冒
頭
の
警
句
を
頭
の
隅
に
置
き
、
油
断
や
お
ご
り
か

ら
来
る
難
か
ら
逃
れ
る
、
お
守
り
と
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　忘
れ
な
け
れ
ば
、
で
は
あ
る
が
。

下
元

　良
之

中
土
佐
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長

　窪
田

　和
教

副
委
員
長

　山
本

　建
生

委

　
　員

　下
元

　良
之

委

　
　員

　金
子

　裕
之

委

　
　員

　濵
田

　和
昭

委

　
　員

　中
野

　大
地

2

　活
動
し
て
い
る
人
数
は
。

　現
在
、
観
光
協
会
の
３
人

と
和
食
・
宴
あ
ず
ま
の
２
人

な
ど
合
わ
せ
て
11
人
で
す
。

平
日
の
運
行
時
は
役
場
職
員

も
役
場
テ
ラ
ス
か
ら
旗
を

振
っ
て
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

3

　活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
。

　も
と
も
と
列
車
が
好
き
で
、

観
光
協
会
の
田
中
代
表
理
事

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

4

　活
動
の
魅
力
は
。

　お
客
様
や
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

さ
ん
、
Ｊ
Ｒ
の
職
員
さ
ん
と

の
出
会
い
や
皆
さ
ん
の
笑
顔

で
す
。

5

　ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
か
。

　お
も
て
な
し
の
気
持
ち

で
、
町
内
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
す
。

6

　今
後
の
活
動
に
希
望
や

悩
み
は
あ
り
ま
す
か
。

　参
加
し
て
く
れ
る
人
数
が

少
な
い
と
き
も
あ
る
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
に
直
接
土
佐

久
礼
駅
に
来
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
お
客
様
と
出
会
い
、

交
流
し
て
ほ
し
い
で
す
。

7

　こ
れ
か
ら
の
目
標
は
。

　列
車
内
か
ら
の
笑
顔
が
あ

る
限
り
、
お
も
て
な
し
文
化

あ
ふ
れ
る
こ
の
活
動
を
仲
間

と
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

（
吉
井
太
一
さ
ん
）

　
こ
れ
ま
で
８
０
０
回
参
加

し
て
き
た
の
で
、
１
０
０
０

回
ま
で
は
が
ん
ば
ろ
う
と
思

い
ま
す
。　（
多
田
和
子
さ
ん
）

（
今
号
の
表
紙
）

　今
年
度
の「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
写
真
の
テ
ー
マ
は「
町

で
が
ん
ば
る
人
た
ち
」で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　観
光
列
車
の
お
も
て
な
し

活
動
を
し
て
い
る
「
久
礼
お

せ
っ
隊
」
の
吉
井
太
一
さ

ん
、
和
恵
さ
ん
ご
夫
婦
、
多

田
和
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
1

　い
つ
か
ら
活
動
し
て
い

ま
す
か
。

　２
０
２
０
年
７
月
４
日
か

ら
観
光
列
車
の
「
志
国
土
佐

時
代
の
夜
明
け
の
も
の
が
た

り
」
の
運
行
が
始
ま
っ
た
時

か
ら
で
す
。

左から太一さん、和恵さん、和子さん

ト
　
キ

※土・日・祝日に運行

【現在の観光列車の運行ダイヤ】

下り

土佐久礼駅着 土佐久礼駅発

12：04 12：11

上り 13：34 13：50


